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20.10.25②

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
６
０
億
９
８
６
５
万
円
、
歳
出
総
額
は
１
３
７
億
６
２
５
０
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
総
額
23
億
３
６
１
５
万
円
か
ら

平
成
20
年
度
へ
の
繰
越
事
業
に
充
て
た
７
億
８
２
８
０
万
円
を
差
し
引
い
た
剰
余
金
は
15
億
５
３
３
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
18
年
度

末
に
あ
っ
た
剰
余
金
28
億
２
２
０
６
万
円
を
大
幅
に
減
少
（
△
12
億
６
８
７
１
万
円
）
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
的
に
は
、
黒
字
決
算
を
維
持
し
つ

つ
も
前
年
度
に
比
べ
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

歳
入
及
び
歳
出
を
み
る
と
、
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は
９
億
４
１
７
１
万
円
（
５
・
５
％
）
の
減
、
歳
出
は
２
８
８
１
万
円
（
０
・
２
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
歳
入
面
で
の
法
人
町
民
税
の
大
幅
な
落
込
み
（
対
前
年
度
△
14
億
４
５
７
０
万
円
、
△
65
・
３
％
）
が
、
そ
の
ま
ま
決
算
に

反
映
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

町
議
会
９
月
定
例
会
で
平
成
19
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た

▼歳入の内訳

（単位：百万円）

▼歳出の内訳

（単位：百万円）

問い合わせ先
苅田町役場財政課
TEL093・434・1113



③20.10.25

次
に
、
19
年
度
に
使
用
さ
れ
た
金
額
及
び

実
施
さ
れ
た
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

議
会
費

１
億
５
５
９
２
万
円
　
　

町
議
会
議
員
の
給
料
や
議
会
運
営
に
か
か

っ
た
経
費
で
す
。

総
務
費

16
億
９
２
４
０
万
円

町
職
員
の
給
料
や
庁
舎
な
ど
の
維
持
管

理
、
税
金
の
徴
収
、
選
挙
、
空
港
や
高
速
道

路
対
策
な
ど
に
か
か
っ
た
経
費
で
す
。

●
主
な
事
業

庁
舎
改
修
工
事
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

庁
舎
駐
車
場
側
溝
改
良
工
事
　
５
７
０
万
円

集
会
所
改
修
事
業
　
　
　
　
　
５
９
２
万
円

交
通
安
全
施
設
工
事
外
　
　
１
１
３
８
万
円

民
生
費

32
億
６
７
９
万
円

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
障
害
者
な
ど
に
対

す
る
福
祉
事
業
や
医
療
費
な
ど
に
か
か
っ
た

経
費
で
、
19
年
度
は
社
会
福
祉
費
に
20
億
８

３
４
０
万
円
、
児
童
福
祉
費
に
11
億
２
１
８

４
万
円
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
の
各
特

別
会
計
に
10
億
５
９
１
２
万
円
繰
出
し
ま
し

た
。

●
主
な
事
業

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事
業
補
助
金
　
　

１
５
０
０
万
円

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
　
５
８
３
５
万
円

学
童
保
育
施
設
建
設
事
業
補
助
金
　

２
１
４
１
万
円

自
立
支
援
給
付
費
　
　
１
億
７
６
５
５
万
円

重
度
心
身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
母
子
家
庭
等

医
療
費
　
　
　
　
　
　
２
億
４
９
９
４
万
円

老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
３
０
万
円

次
世
代
育
成
支
援
事
業
補
助
金
　
　
　
　
　
　

２
８
３
４
万
円

衛
生
費

17
億
４
４
９
万
円

健
康
診
断
な
ど
町
民
の
健
康
対
策
に
か
か

っ
た
経
費
（
保
健
衛
生
費
）
と
、
ご
み
や
し

尿
処
理
に
か
か
っ
た
経
費
（
清
掃
費
）
が
あ

り
、
19
年
度
は
保
健
衛
生
費
に
２
億
７
８
４

４
万
円
、
清
掃
費
に
13
億
３
３
４
９
万
円
が

充
て
ら
れ
ま
し
た
。

●
主
な
事
業

妊
婦
健
康
診
査
委
託
　
　
　
　
４
３
０
万
円

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
運
営
費
負
担
金
　
　

２
２
４
８
万
円

各
種
予
防
接
種
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
２
７
万
円

各
種
健
康
診
断
委
託
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
７
６
６
万
円

ご
み
収
集
・
処
理
委
託
　６

億
５
６
２
５
万
円

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
　
　
　
　
　

２
億
９
６
０
３
万
円

農
林
水
産
業
費
４
億
24
万
円

農
道
や
林
道
、た
め
池
な
ど
の
整
備
改
修
、

農
業
や
漁
業
の
振
興
に
か
か
っ
た
経
費
で

す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

へ
４
０
６
１
万
円
を
繰
出
し
ま
し
た
。

●
主
な
事
業

水
路
改
良
工
事
外
　
　
　
　
５
４
０
８
万
円

山
入
林
道
整
備
　
　
　
　
　
３
４
３
２
万
円

苅
田
港
港
内
ビ
ジ
タ
ー
バ
ー
ス
整
備
　
　
　
　

２
４
０
７
万
円

商
工
費

１
億
３
７
４
９
万
円

商
業
や
工
業
の
振
興
に
か
か
っ
た
経
費
で

す
。

●
主
な
事
業

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
預
託
金
　
　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

観
光
振
興
計
画
策
定
業
務
　
　
８
０
０
万
円

北
九
州
空
港
電
照
広
告
製
作
及
び
管
理
　
　
　

２
４
０
万
円

か
ん
だ
港
ま
つ
り
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　

９
９
６
万
円

土
木
費

32
億
５
９
２
６
万
円

道
路
や
公
園
、
河
川
な
ど
の
新
設
、
改
良

及
び
維
持
補
修
に
か
か
っ
た
経
費
で
す
。
ま

た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
及
び
下

水
道
事
業
会
計
へ
５
億
３
０
９
２
万
円
を
繰

出
し
ま
し
た
。

●
主
な
事
業

苅
田
駅
周
辺
整
備
事
業
　６

億
３
２
４
５
万
円

道
路
新
設
改
良
工
事
　
１
億
３
１
６
万
円

道
整
備
交
付
金
事
業
　
５
億
５
５
４
４
万
円

長
畑
・
松
山
線
改
良
事
業
　

６
億
１
３
４
０
万
円

白
石
海
岸
高
潮
対
策
負
担
金
　
　
　

８
０
０
万
円

消
防
費

４
億
２
３
９
１
万
円

火
災
の
消
火
や
病
気
・
け
が
人
の
救
急
搬

送
業
務
、防
災
事
業
に
か
か
っ
た
経
費
で
す
。

●
主
な
事
業

消
防
団
格
納
庫
建
設
事
業
　
１
８
１
７
万
円

防
災
無
線
整
備
　
　
　
　
　
４
２
０
２
万
円

４
分
団
サ
イ
レ
ン
　
　
　
　
　
１
９
３
万
円

教
育
費

15
億
４
３
３
１
万
円

小
・
中
学
校
、
中
央
公
民
館
、
図
書
館
、

体
育
館
な
ど
の
運
営
や
生
涯
学
習
な
ど
に
か

か
っ
た
経
費
で
す
。
小
学
校
専
科
教
員
の
増

員
、小
・
中
学
校
少
人
数
学
級
の
拡
大
な
ど
、

小
学
校
費
に
４
億
５
２
１
９
万
円
、
中
学
校

費
に
１
億
５
３
０
３
万
円
、
公
民
館
や
図
書

館
な
ど
の
社
会
教
育
費
に
５
億
６
１
７
３
万

円
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食

事
業
特
別
会
計
に
１
億
３
７
４
８
万
円
を
繰

出
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
事
業

白
川
小
北
側
校
舎
建
設
事
業
　
　
　
　
　

１
億
２
３
８
８
万
円

片
島
小
校
舎
防
水
工
事
他
　
　
　
　
　
　

１
億
１
１
４
８
万
円

中
学
校
屋
上
防
水
工
事
他
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
６
３
万
円

中
央
公
民
館
空
調
改
修
工
事
　
　
　
　
　

１
億
１
０
４
２
万
円

総
合
体
育
館
防
水
工
事
他
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
９
万
円

公
債
費

11
億
８
４
２
９
万
円

町
が
借
り
て
い
る
お
金
の
返
済
に
か
か
っ

た
経
費
で
す
。



特別会計名称 歳入 歳出 歳入歳出差引
国民健康保険 35億4,480 35億4,480 0
老人保健 35億3,429 35億6,372 △2,943
介護保険（保険事業勘定） 17億5,763 16億7,874 7,889
介護保険（サービス事業勘定） 1,216 706 510
土地区画整理事業 1億6,041 4,289 1億1,752
奨学資金貸付金 3,056 1,253 1,803
学校給食事業 2億5,436 2億5,436 0
住宅新築資金等 2,081 2,081 0
霊園事業 600 600 0
苅田臨空産業団地開発事業 28億2,588 14億3,487 13億9,101
農業集落排水事業 5,680 5,680 0

健
全
化
判
断
比
率
等
の
状
況

平
成
19
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
や
資
金
不
足
比
率
を
議

会
に
報
告
し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
も
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

各
指
標
の
判
断
基
準
の
説
明
で
す
が
、
早
期
健
全
化
基
準
（
経
営
健

全
化
基
準
）
を
超
え
る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
（
経
営
健
全
化
計
画
）

を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
く
財
政
健
全
化
（
経
営
健
全
化
）
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、
国
の
同
意

を
得
た
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、
地
方
債
の
起
債
の
制
限
や
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

苅
田
町
に
お
け
る
平
成
19
年
度
決
算
で
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
、
健

全
化
判
断
比
率
や
資
金
不
足
比
率
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

苅田町
判断基準

早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率
・一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する
比率です。

ー 13.25 20.00

連結実質赤字比率
・一般会計等に公営企業会計（上・下水道会計等）
を含めた全会計を対象とした実質赤字の標準財
政規模に対する比率です。

ー 18.25 40.00

実質公債費比率
・一般会計等が負担する公債費及び公債費に準じ
た経費（過去の借入に対する返済）の標準財政　
規模に対する比率です。

9.0 25.0 35.0

将来負担比率
・地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の標準財政規模に対する比率です。

89.4 350.0

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業会計 ―

20.00
公共下水道事業会計 ―

苅田臨空産業団地開発事業特別会計 ―

農業集落排水事業特別会計 ―

※実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、「－」で表示しています。
一般会計等
一般会計に土地区画整理事業、奨学資金貸付金、学校給食事業、住宅新築資金等、霊園事業
の特別会計を加えた会計です。
標準財政規模
標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源（使途が特定されず、どのような経費にも使
用できる収入）の規模です。

※資金不足額がないため、「－」で表示しています。
資金不足比率
一般会計等の実質赤字に相当する資金不足額の、営業収益等に相当する事業の規模に対
する比率です。

特
別
会
計

（
単
位：

万
円
）

20.10.25④

■健全化判断比率

■資金不足比率

（単位：％）

（単位：％）



◆
平
成
19
年
度
　
公
営
企
業
会
計
の
決
算
状
況
　

経営成績 平成19年度決算額 平成18年度決算額 増減率（％）

営業利益 9億5,511万円 9億3,039万円 2.7

うち給水収益 7億5,907万円 7億6,650万円 △1.0

経常利益 9,847万円 2,143万円 359.5

当年度純利益 9,717万円 1,708万円 468.9

（参考） 平成19年決算値 平成18年度決算値 増減率（％）

給水原価 229.58円／ 236.19円／ △2.8

供給単価 216.23円／ 217.61円／ △0.6

有収水量 3,510,445 3,522,375 △0.3

水道事業会計

給水原価＝経常費用－受託工事費／年間総有収水量
供給単価＝給水収益／年間総有収水量

経営成績 平成19年度決算額 平成18年度決算額 増減率（％）

営業損失 2億9,853万円 3億6,771万円 △18.8

うち下水道使用料 1億2,055万円 9,180万円 31.3

経常損失 9,440万円 9,456万円 △0.2

当年度純損失 9,440万円 9,479万円 △0.4

使用料単価＝下水道使用料／年間総有収水量
汚水処理原価＝（汚水処理に要す維持管理費及び資本費）／年間総有収水量

（参考） 平成19年決算値 平成18年度決算値 増減率（％）

使用料単価 195.2円／ 194.8円／ 0.2

汚水処理原価 675.1円／ 775.9円／ △13.0

有収水量 617,442 471,286 31.0

⑤20.10.25

下水道事業会計

3m

3m

3m

3m

3m

3m

3m

3m
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作
文
集
「
平
和
の
ね
が
い
」

に
入
選
し
た
町
内
の
小
学
生
・

中
学
生
の
代
表
者
21
名
が
８
月

５
日
〜
８
月
７
日
の
広
島
平
和

祈
念
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
先
立
ち
、
７
月

29
日
に
三
原
文
化
会
館
で
、
入

選
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
表
彰

状
・
記
念
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
６
日
、
平
和
祈
念
式
典

に
参
加
し
、
８
時
15
分
広
島
市

平
和
祈
念
公
園
で
、
多
数
の
参

加
者
が
見
守
る
中
、
静
か
に
響

く
鐘
の
音
と
と
も
に
黙
祷
を
捧

げ
ま
し
た
。
町
内
小
・
中
学
校

代
表
の
21
名
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
説
明
に
よ
り
爆

私
が
広
島
に
行
く
時
、
戦
争
に

つ
い
て
思
っ
て
い
た
こ
と
。
そ
れ

は
「
戦
争
は
お
そ
ろ
し
い
。」
と

ゆ
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
広

島
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
思
っ
た

こ
と
は
「
戦
争
で
ど
ん
な
に
苦
し

く
て
も
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も

生
き
よ
う
と
し
た
人
が
い
る
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
広
島
に
行
っ
て
、
原
爆
の

映
画
を
み
ま
し
た
。
そ
の
映
画
の

中
で
は
、
病
院
に
ど
ん
ど
ん
運
ば

れ
て
く
る
原
爆
で
被
爆
し
た
、
か

ん
者
達
を
一
人
の
医
者
が
し
ん
察

し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
医
者
も

原
爆
の
放
射
線
に
よ
る
病
気
に
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
そ

の
医
者
は
苦
し
ん
で
い
る
患
者
を

自
分
も
苦
し
み
な
が
ら
、
し
ん
察

し
続
け
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
か
ん
者
達
の
家
族
も
ず
っ
と
自

分
の
大
切
な
人
（
家
族
）
を
か
ん

び
ょ
う
し
続
け
ま
す
。
し
か
し
、

人
々
は
み
ん
な
放
射
線
に
よ
る
被

害
で
ど
ん
ど
ん
し
ん
で
い
き
ま

す
。
私
は
そ
の
映
画
を
見
て
、
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が
そ
の

時
思
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
戦
争

は
ざ
ん
こ
く
だ
。」
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
と
、「
み
ん
な
一
生
け
ん
命

が
ん
ば
っ
た
ん
だ
。」
と
い
う
こ

と
で
す
。

私
は
広
島
で
あ
っ
た
、
祈
念
式

典
に
も
行
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

私
が
一
番
、
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

私
と
同
じ
と
し
の
女
の
子
が
言
っ

た
「
失
わ
れ
た
命
の
重
さ
を
思
う

と
き
、
な
に
も
知
ら
な
く
て
平
和

は
語
れ
ま
せ
ん
。
事
実
を
知
る
人

が
い
な
く
な
れ
ば
、
ま
た
同
じ
過

ち
が
く
り
返
さ
れ
戦
争
で
き
ず
つ

き
、
命
を
失
っ
た
人
達
の
願
い
は
、

か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。」

と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
私
は
ち
ょ

っ
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、「
事
実
を
学
び
、

「
戦
争
。」
私
は
、
こ
の
言
葉

に
は
、
あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
戦

争
。」
と
「
私
た
ち
。」
は
、
今
も

こ
れ
か
ら
も
、
と
て
も
深
い
関
係

だ
っ
た
の
で
す
。

一
九
四
五
年
八
月
六
日
午
前
八

時
十
五
分
。
突
然
の
す
る
ど
い
閃

光
と
激
し
い
爆
風
が
多
く
の
命
を

一
秒
で
う
ば
い
ま
し
た
。
工
場
の

手
伝
い
を
し
に
い
く
子
、
朝
食
を

急
い
で
食
べ
る
子
。
し
か
し
、
一

秒
で
二
十
メ
ー
ト
ル
も
飛
ば
さ

れ
、
鏡
が
さ
さ
り
、
家
の
下
じ
き

に
な
っ
た
。
た
っ
た
ほ
ん
の
一
秒

で
多
く
の
人
の
気
持
ち
が
「
悲
し

み
」
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
す
。
体

の
中
ま
で
「
ほ
う
し
ゃ
の
う
」
が

入
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
な
や

ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、

心
を
と
ざ
し
て
し
ま
う
人
や
、
苦

し
む
人
、「
わ
た
し
は
、
生
き
て

て
い
い
の
か
ね
。」
と
悲
し
む
人

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
き
ぬ
い

て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
今
、
私
た
ち

の
命
が
あ
る
の
で
す
。
生
き
ぬ
い

て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
今
、
美
し
い
、

「
平
和
。」
今
、
私
た
ち
は
ふ
つ
う

に
思
っ
て
い
る
事
で
す
が
昔
は
す

ご
い
事
だ
っ
た
の
で
す
。
実
際
戦

争
が
あ
っ
た
国
だ
か
ら
こ
そ
、

「
平
和
」
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
。
戦
争
が
あ
っ

た
国
だ
か
ら
こ
そ
、「
平
和
」
を

未
来
へ
つ
な
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
す
。
あ
な
た
に
と
っ
て
一

番
大
切
な
物
は
な
ん
で
す
か
。
お

金
で
す
か
。
お
洋
服
で
す
か
。
私

は
「
命
」
だ
と
思
い
ま
す
。「
命
」

は
た
っ
た
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
世
に
、
い
ら
な
い
命
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
ち

が
い
、
個
性
を
も
ち
、
愛
さ
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
一
生
け
ん
命
生

き
て
ゆ
け
る
の
で
す
。

し
か
し
、「
戦
争
」
は
「
に
く

し
み
」
だ
け
で
、
で
き
た
悲
し
い

世
界
で
す
。
い
い
事
な
ど
一
つ
も

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
世
界

を
に
ど
と
、
な
く
す
た
め
に
私
た

ち
に
は
何
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

か
。
い
つ
も
「
笑
顔
」
で
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
い
い
の
で
す
。
笑
顔

で
い
る
と
周
り
の
人
も
笑
顔
に
な

れ
ま
す
。
す
る
と
、「
笑
顔
の
わ
」

が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
ゆ
き
ま

す
。
平
和
と
は
「
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
」
な
の
で
す
か
ら
。
た
く
さ

ん
の
思
い
を
む
ね
に
「
平
和
の
道
」

を
歩
い
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
平
和
を
未
来
へ
つ
な
げ
ま
し

ょ
う
。

■
「
平
和
」
な
世
界
へ
―

与
原
小
学
校
　
六
年
三
組
　

松
藤
　
遥

■
「
今
、
私
達
に
で
き
る
こ

と
」

白
川
小
学
校
　
六
年
一
組
　

尾
形
　
陽
子

戦争の悲惨さを学び、平和の
尊さを永遠に語りつぐために

2008 広島平和祈念研修報告
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心
地
付
近
、
平
和
公
園
周
辺
の

慰
霊
碑
・
原
爆
ド
ー
ム
・
平
和

記
念
資
料
館
等
を
見
学
し
、
ま

た
、
被
爆
体
験
者
の
方
の
話
し

を
聞
き
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、

平
和
で
あ
る
事
の
大
切
さ
を
強

く
感
じ
、
多
く
の
人
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
誓
い
、
各
自
、
平

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
う
ろ

う
に
、
願
い
を
込
め
、
書
き
込

み
ま
し
た
。

ま
た
、「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
」
推
進
事
業
と
し
て
、

こ
の
研
修
の
他
に
作
文
集
「
平

和
の
ね
が
い
第
21
集
」
を
発
行

し
、
学
校
や
公
民
館
等
に
配
布

し
、
研
修
参
加
者
だ
け
で
は
な

く
町
全
体
が
平
和
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
る
よ
う
、
８
月
８
日

〜
11
日
ま
で
町
立
図
書
館
（
本

館
）
の
展
示
ホ
ー
ル
に
お
い
て

平
和
祈
念
ポ
ス
タ
ー
展
を
行
い

広
く
町
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
掲
載
し
て
い
る
作
文

は
、
研
修
に
参
加
し
た
児
童
・

学
生
に
よ
る
も
の
で
す
。

知
り
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
本
当
に
心

の
底
か
ら
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、

戦
争
・
平
和
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
考
え
ら
れ
る
人
に
な
ろ
う
と

お
も
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
今
で

も
戦
争
・
平
和
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
学
ん
で
、
知
っ
て
、
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
広
島
の
資
料
館
に
も
行
き

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
を
物
語
る
も
の
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
一

番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ガ
ラ

ス
が
壁
に
さ
さ
っ
て
い
る
も
の
で

し
た
。
し
か
も
、
そ
の
壁
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
し
た
。
私
は
そ
れ
を

見
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
人
間
よ
り
か
た
い
も
の

で
す
。
な
の
に
、
そ
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
は
、
し
っ
か
り
と
ガ
ラ
ス

が
つ
き
さ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
私

は
そ
の
時
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
こ

ん
な
に
深
く
さ
さ
っ
て
い
る
の
な

ら
、
人
間
や
動
物
は
ど
れ
ほ
ど
の

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ガ
ラ

ス
が
体
を
か
ん
つ
う
し
た
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
き
っ
と
そ

れ
は
、
私
達
の
想
像
を
上
回
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

原
爆
は
私
達
が
思
っ
て
い
る
こ

と
を
何
倍
も
何
倍
も
上
回
っ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
私

に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
原
爆
を
つ
く
っ
た
の
は
人
間

で
す
。
原
爆
は
人
間
の
お
か
し
た

大
き
な
大
き
な
過
ち
で
す
。
私
達

は
今
、
そ
の
過
ち
を
つ
ぐ
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
被
爆
者
の
冥

福
を
い
の
り
、
そ
し
て
、
世
界
か

ら
核
兵
器
が
無
く
な
る
よ
う
に
い

の
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
、
私

達
が
で
き
る
こ
と
―

■
平
和
を
く
だ
さ
い

苅
田
中
学
校
　
二
年
五
組
　

大
塚
　
仁
美

私
は
八
月
五
日
か
ら
七
日
ま

で
、
広
島
へ
平
和
祈
念
研
修
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
広
島
に
は
、
戦

争
や
平
和
に
関
す
る
建
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
原
爆
が
も
た
ら
し
た

悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
毎
年
八
月
六
日

に
行
わ
れ
て
い
る
「
平
和
祈
念
式

典
」
は
と
て
も
印
象
に
残
る
も
の

で
し
た
。
式
典
に
は
多
く
の
広
島

市
民
を
は
じ
め
、
内
閣
総
理
大
臣

や
国
際
連
合
事
務
総
長
、
海
外
か

ら
の
人
々
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
式
典

で
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
参

加
し
て
い
る
の
を
見
て
、
日
本
人

だ
け
で
な
く
世
界
各
国
の
人
々
が

平
和
を
願
う
気
持
ち
が
強
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

「
平
和
の
原
点
は
人
と
人
と
の

ふ
れ
合
い
で
す
。」
こ
れ
は
、
被

爆
体
験
者
の
中
西
さ
ん
が
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
言
葉
で
す
。
こ
の
言

葉
を
聞
い
た
時
私
は
、
現
在
の
社

会
で
も
私
達
が
忘
れ
か
け
て
い
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
中
西
さ

ん
は
十
五
歳
の
と
き
に
原
爆
を
体

験
さ
れ
ま
し
た
。
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
直
後
、
中
西
さ
ん
は
気
を
失

っ
て
い
て
、
目
を
覚
ま
す
と
ふ
っ

飛
ば
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
幸

い
な
が
ら
怪
我
一
つ
な
く
助
か
り

ま
し
た
。
周
り
を
見
る
と
、
広
島

の
町
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
焼
け

野
原
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

周
辺
に
は
、
衣
服
は
引
き
裂
け
、

皮
膚
は
と
け
て
、
幽
霊
の
よ
う
な

人
々
が
た
く
さ
ん
い
た
と
い
い
ま

す
。
私
は
そ
の
よ
う
な
情
景
を
想

像
し
た
時
、
体
中
に
鳥
肌
が
立
ち

ま
し
た
。
大
火
災
の
中
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
が
声
を
あ
げ
な
が
ら
出

て
き
て
、
そ
の
中
に
一
人
の
少
年

が
い
ま
し
た
。
中
西
さ
ん
は
、
そ

の
少
年
に
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
た

の
で
、
腕
を
握
ろ
う
と
し
ま
し
た

が
、
腕
が
と
け
て
い
て
滑
っ
て
握

れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
そ
の
時
の
感
覚
は
今
も
覚
え
て

い
る
。」

と
中
西
さ
ん
は
つ
ら
そ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
の
時
、

「
水
を
く
だ
さ
い
。」

と
絶
え
き
れ
な
い
熱
さ
を
か
か
え

な
が
ら
語
り
か
け
た
人
々
の
心
の

奥
に
は
、

「
平
和
を
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
、
広
島
に
行
っ
て
、
改
め

て
戦
争
の
悲
惨
さ
や
無
意
味
さ
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
と
同
時
に
、
戦
争
で
亡
く
な
っ

た
人
や
今
も
な
お
苦
し
ん
で
い
る

人
々
の
た
め
に
、
戦
争
の
こ
と
を

日
本
の
よ
う
な
被
爆
国
が
先
頭
に

立
っ
て
強
く
主
張
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

武
力
や
権
威
を
も
っ
て
行
わ
れ
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私
は
、
実
際
に
広
島
に
行
く
ま

で
、
原
爆
の
こ
と
を
あ
ま
り
よ
く

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
実
際
に
広
島
に
行
っ
て
、

原
爆
の
投
下
さ
れ
た
場
所
や
、
原

爆
記
念
資
料
館
、
原
爆
ド
ー
ム
な

ど
に
行
き
、
原
爆
の
被
爆
者
の
中

西
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
、
原
爆
に

つ
い
て
、
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。私

は
、
原
爆
の
投
下
さ
れ
た
場

所
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う

原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
と
て
も
、
大
丈
夫
そ
う

な
建
物
な
の
に
、
原
爆
の
爆
風
と

熱
線
で
、
レ
ン
ガ
も
と
け
、
見
る

も
無
惨
な
姿
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。建

物
で
さ
え
、
こ
ん
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
に
、
人
が
原
爆

を
受
け
る
と
、
爆
心
地
の
近
く
は
、

即
死
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

目
が
く
ら
む
よ
う
な
光
が
見
え

た
か
と
思
う
と
、
も
の
す
ご
い
爆

風
が
ふ
き
、
気
が
つ
く
と
、
数
メ

ー
ト
ル
体
が
と
ば
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

爆
心
地
に
近
づ
い
て
い
く
ほ

ど
、
全
身
が
真
っ
黒
の
遺
体
や
、

体
中
が
と
け
た
よ
う
に
、
目
は
つ

ぶ
れ
、
口
は
さ
け
、
皮
膚
は
た
だ

れ
た
人
々
が
、
ゆ
う
れ
い
の
行
列

の
よ
う
に
、
水
を
求
め
て
さ
ま
よ

っ
て
い
て
、
そ
の
人
々
が
水
を
の

む
と
、
一
瞬
で
顔
が
真
っ
青
に
な

り
、
次
々
と
倒
れ
て
亡
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。

な
ん
と
か
生
き
の
び
た
人
で

も
、
顔
な
ど
に
大
や
け
ど
を
お
い
、

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で
自
殺
を
す
る
人

も
で
て
き
た
り
、
疎
開
を
し
て
い

た
小
学
三
年
生
か
ら
六
年
生
は
生

き
残
っ
た
が
、
原
爆
で
親
を
な
く

し
、
孤
児
に
な
り
、
そ
の
多
く
が

翌
年
ま
で
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
爆
心
地
か
ら
二
千
メ

ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
多
く
あ
っ
た

放
射
能
を
あ
び
た
た
め
に
、
生
き

の
び
た
人
も
、
数
日
に
次
々
と
亡

く
な
り
は
じ
め
、
何
年
も
た
っ
た

後
に
、
白
血
病
や
特
殊
な
ガ
ン
を

発
病
し
、
今
も
戦
い
続
け
て
い
る

人
も
い
ま
す
。

原
爆
は
、
多
く
の
人
々
の
命
を
、

一
瞬
で
う
ば
い
、
生
き
の
び
た

人
々
に
も
、
一
生
体
の
傷
や
、
心

の
傷
と
し
て
、
苦
し
ま
せ
続
け
る
、

と
て
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

だ
か
ら
、
原
爆
で
亡
く
な
っ
た

人
々
の
た
め
に
も
、
二
度
と
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
い
け
な
い
こ

と
は
い
け
な
い
、
い
い
こ
と
は
い

い
と
、
言
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

始
め
は
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、

だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
り
、
最
後

に
は
、
戦
争
と
い
う
と
て
も
大
き

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
私
た
ち
が
し
て
い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

被
爆
者
の
中
西
さ
ん
に
話
を
聞

い
て
い
た
と
き
に
、「
平
和
の
原

点
は
、
人
間
の
心
と
心
の
つ
な
が

り
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
自
分
の
考
え
を
、
一

方
的
に
お
し
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
相
手
の
こ
と
も
、
よ
く
考
え

て
、
お
互
い
に
、
い
や
な
思
い
を

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
、
大
切
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
か
戦
争
の
な
い
、

平
和
な
世
界
が
で
き
る
よ
う
に
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

た
戦
争
が
、
過
去
に
何
度
あ
っ
た

で
し
ょ
う
。
話
し
合
い
で
解
決
し

た
問
題
が
い
く
つ
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。戦

争
を
す
る
こ
と
で
、
世
界
が

平
和
に
な
る
な
ん
て
こ
と
は
、
あ

り
得
ま
せ
ん
。
過
去
に
人
々
は
、

自
分
や
自
国
の
利
益
ば
か
り
を
考

え
て
戦
争
を
起
こ
し
た
け
れ
ど
、

結
局
は
す
べ
て
の
人
が
傷
つ
い
て

し
ま
っ
た
だ
け
で
、
利
益
な
ん
て

何
も
な
か
っ
た
の
で
す
。

す
べ
て
の
人
に
は
、
み
ん
な
同

じ
よ
う
に
命
が
あ
っ
て
、
心
が
あ

り
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
で

な
け
れ
ば
、
自
分
に
幸
せ
な
ん
て

訪
れ
ま
せ
ん
。

人
間
と
動
物
の
ち
が
い
は
何
で

し
ょ
う
か
。
人
間
は
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
戦
争
だ
っ
て
話

し
合
い
で
解
決
で
き
る
の
で
す
。

■
広
島
平
和
祈
念
研
修
へ
行
っ

て新
津
中
学
校
　
二
年
二
組
　

倉
地
　
玲
那
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★採用予定人員
小学校教員10名程度　　
中学校教員10名程度
【国・社・数・理・音・保体・英語　各若干名】
（それぞれ、小学校・中学校教諭普通免許状を所

有または取得見込みの者）

★受付期間
10月10日(金)～11月14日(金)
午前8時30分～午後5時15分
(ただし土曜日、日曜日、祭日は受け付けません。)
※申込用紙は、苅田町教育委員会学校教育課（役場4
階）で配布します。なお、郵送で請求する場合は、
封筒の表に「申込用紙請求」と朱書きし、140円切
手を貼った宛先明記の返信用封筒（角2サイズ：Ａ4
用紙の入る大きさ）を同封し、教育委員会学校教育
課に請求してください。

★任用期間
(1) 平成21年度の1年間
（平成21年４月１日～平成22年3月31日)
※1年間終了後引き続き任用を希望する者は、別
途選考試験を行います。

★身分・待遇
（1）身分は、町費負担教職員です。

（2）当町規定により、給与は県の常勤講師に準じま
す。

（3）健康保険・年金は、市町村職員共済組合に加入
します。

★試験の日時、会場、試験科目、合否発表
○1次試験
●日時　11月22日(土)  午前10時～　

※午前9時15分～　受付開始
午前9時45分～　試験説明

● 会場　三原文化会館（苅田町富久町1丁目)
●試験内容　小論文、集団面接
●合否発表　平成20年12月5日(金)（予定）に役場

掲示板に掲示し、合格者のみに結果を
通知します。

○２次試験
●日時　12月20日(土)  午前9時～
●試験内容　個人面接・模擬指導

★郵送・問い合わせ先
苅田町教育委員会学校教育課　
TEL093・434・1998
〒800－0392
京都郡苅田町富久町1丁目19－1 （役場4階）

未来に羽ばたく苅田町！

平成21年度 教員募集
 

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
京
築
ま
る
ご
と
ナ
ビ
」
を
活

用
し
て
、
地
域
の
行
事
、
お
店
、
美
味
し
い
も
の
、

自
然
な
ど
『
身
近
な
情
報
・
京
築
地
域
の
魅
力
』
を

発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
、
撮

影
、
記
事
の
書
き
方
ま
で
サ
ー
ク
ル
感
覚
で
学
ぶ
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
受
講
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
、

も
し
く
は
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
市
、
町
の
各
窓
口

（
左
記
）
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
持
参
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
役
場
、
各
公
民
館
等
に
あ
り
ま
す
。）

■
募
集
人
員

昼
の
部
、
夜
の
部
そ
れ
ぞ
れ
20
人

■
対
象
者

京
築
地
域
に
居
住
も
し
く
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
方
で
、
デ
ジ
カ
メ
・
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
等
の
操
作
を

し
た
経
験
が
あ
り
、
京
築
の
魅
力
を
伝
え
た
い
！
と

思
わ
れ
る
方

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
締
切
　
11
月
10
日
（
月
）

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
総
合
政
策
課
ま
ち
づ
く
り
係

〒
８
０
０
‐
０
３
９
２

京
都
郡
苅
田
町
富
久
町
１
‐
19
‐
１

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９
（
直
通
）

FAX
０
９
３
・
４
３
６
・
３
０
１
４

平
成
20
年
度
　
第
２
回
　

京
築
地
域
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
募
集
！



20.10.25⑩

★
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
者

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ

て
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
ま
た
は
人
ウ
イ
ル
ス

免
疫
不
全
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

障
害
を
有
す
る
者
と
し
て
厚
生
労

働
省
が
定
め
る
も
の
（
②
の
対
象

者
に
つ
い
て
は
事
前
に
パ
ン
ジ
ー

プ
ラ
ザ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

・
必
ず
医
療
機
関
窓
口
に
「
健
康

保
険
証
」（
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
「
診
療
依
頼
書
」）
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

＊
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
義
務
で
は
な
く
、
ご
本

人
が
接
種
を
希
望
す
る
意
志
が
確

認
で
き
る
場
合
の
み
接
種
可
能
で

す
。

★
接
種
時
期

11
月
１
日
〜
平
成
21
年
２
月
28
日

★
接
種
料
金

町
内
お
よ
び
行
橋
市
・
京
都
郡

内
の
指
定
医
療
機
関
で
は
、
自
己

負
担
は
一
律
１
０
０
０
円
で
す
。

（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
無
料
で
す
。）

★
問
い
合
わ
せ
先
　

健
康
福
祉
課
　
健
康
づ
く
り
係

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
高
齢
者
等
ヘ
の
公
費
負
担
制
度
）
の
実
施

★
対
象
者

苅
田
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
で

①
満
40
歳
の
方

②
満
41
歳
以
上
で
、
過
去
に
肝
炎
　

ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
。

＊
た
だ
し
、
①
②
の
方
で
過
去
に

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
た
方
、
ま
た
、
過
去
に
治
療

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
、
現

在
治
療
中
の
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
右
記
の
対
象
者
で
肝
炎
検
査
を

希
望
す
る
方
は
、
年
齢
確
認
の
た

め
、
肝
炎
検
査
実
施
医
療
機
関

（
下
記
参
照
）
の
窓
口
に
「
健
康

保
険
証
」
等
を
提
示
し
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

★
実
施
期
間

11
月
１
日
〜
12
月
20
日

※
次
の
町
内
肝
炎
検
査
実
施
医
療

機
関
（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
）

で
受
診
で
き
ま
す
。

＊
町
内
肝
炎
検
査
実
施
医
療
機
関

（
17
医
院
）

青
木
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
い
け
だ

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
上
田
医
院
、
小
波

瀬
病
院
、
苅
田
病
院
、
温
知
堂
木

下
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
桑
原
医
院
、
健

和
会
京
町
病
院
、
佐
々
木
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
重
見
医
院
、
た
じ
り
整
形

外
科
医
院
、
田
添
医
院
、
筒
井
小

児
科
内
科
医
院
、
三
木
医
院
、
三

原
医
院
、
村
尾
医
院
、
安
井
医
院

★
検
査
料
金

無
料

★
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
　
健
康
づ
く
り
係

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

肝
炎
検
査
（
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）
の

実
施
に
つ
い
て

子
育
て
サ
ロ
ン

ぴ
よ
ぽ
っ
ぽ

☆
11
月
の
開
催
日
と
場
所

▼
５
日(
水)

味
処
源
さ
ん
３
階

(
駐
車
場
有
料
）

▼
19
日(

水
）
福
祉
会
館
和
室

(
駐
車
場
無
料
）

▼
26
日(

水
）
福
祉
会
館
和
室

(

駐
車
場
無
料
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後

２
時
ま
で
、
い
つ
来
て
も
い
つ
帰

っ
て
も
い
い
で
す
。

〜
麦
を
食
べ
よ
う

料
理
講
習
会
〜

麦
の
効
用
を
学
習
し
、
麦
を
使

☆
参
加
費
　
１
家
族
１
０
０
円

※
お
弁
当(

お
に
ぎ
り
・
パ
ン
な
ど

で
も
Ｏ
Ｋ
）
ご
持
参
で
お
こ
し
く

だ
さ
い
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先

TEL
０
９
０
・
７
１
５
８
・
１
９
２

３
（
す
み
ざ
き
）

っ
た
各
種
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

☆
日
時
　
11
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

☆
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　

栄
養
指
導
実
習
室

☆
参
加
費
　
無
料

☆
予
約
受
付
　
11
月
４
日
（
火
）

〜
21
日
（
金
）

☆
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
食
生
活
改
善
推
進
会
事

務
局
（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５

※町内および行橋京都郡内のイン
フルエンザ予防接種指定医療機関
で実施できます。（各医療機関に事
前予約してください。）

町内指定接種医療機関
青木内科クリニック・いけだクリ
ニック・上田医院・小波瀬病院・
苅田病院・温知堂木下クリニッ
ク・桑原医院・健和会京町病院・
佐々木クリニック・重見医院・武
田眼科クリニック・たじり整形外
科胃腸科医院・たじり小児科医
院・田添医院・筒井小児科内科医
院・三木医院・三原医院・村尾医
院・安井医院



⑪20.10.25

女
性
の
社
会
進
出
や
次
代
を

担
う
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
子

ど
も
の
笑
顔
と
触
れ
あ
い
ま
せ

ん
か
？

★
日
時
・
内
容

①
11
月
14
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

「
子
育
て
支
援
っ
て
、な
ぁ
に
？
」

▼
講
師
　

Ｎ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
シ
リ
ー

テ
ー
タ
ー
　
藤
原
浩
美
氏

②
11
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

「
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
づ
く
り
　
〜
子
ど
も
を
育

む
遊
び
〜
」

▼
講
師
　

苅
田
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
指
導
員
　
永
田
尚
子
氏

③
11
月
28
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

「
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

〜
活
動
を
通
し
て
〜
」

▼
講
師
　

行
橋
市
子
育
て
託
児
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ま
ま
の

手
」

尾
之
上
千
朋
氏

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
受
講
料
　
無
料

★
定
員
　
20
人

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
３
６
４
１

FAX
０
９
３
・
４
３
４
・
４
３
４
３

たまご学級（両親学級）
妊婦さん、産婦さん、お父さん、祖父母の方など

育児に携わる方のための教室です。
（予約が必要です。当日受付可です。）

第3課
11月6日（木） 午後1時30分～3時30分
〇「お母さんと赤ちゃんのための歯のお話」
〇離乳食講座　　　　　　　　　　　　　　　
子育て講演会　
11月19日（水） 午後10時～12時
「親であるということは・・？」
（親としての心の準備・子どもを取り巻く環境・
母乳育児など）

講師　大野母乳育児相談室　大野マス子先生
★会場 パンジープラザ
★持ってくるもの 母子健康手帳・筆記用具
★申込受付 パンジープラザ内　健康づくり係

TEL093・436・5115
※受付時間は各課はじまる15分前までです。

11月育児サークルスケジュール 苅田町子育て支援センター　　　　TEL093・435・3515

※時間はすべて午前10時～12時　　
※対象は0歳児から5歳児の親子・祖父母・妊婦さん、どなたでも自由に参加できます。
※月々の日程や活動内容については各公民館等に設置しています、年間計画表や広報かんだの子育て支援センターの欄を　
ご参照ください。
※毎月、第1～第4火曜日はパンジープラザ子育て支援センター内にて自主活動「ふれあい広場」を行っています。
《今月の第2火曜日(11/4)・第4火曜日(11/18)は絵本の読み聞かせ講座のため「ふれあい広場」はお休みです。》

曜日 日時 場所 テーマ ねらい

月 10日 中央公民館（和室） 作って遊ぼう 身近な素材で簡単な手作りおもちゃを作る

水 26日 北公民館（ホール） 作って遊ぼう 身近な素材で簡単な手作りおもちゃを作る

木
6日
13日
27日

パンジー集健
パンジー和室
パンジー和室

作って遊ぼう
絵かき歌・うた遊び
楽器で遊ぼう

身近な素材で簡単な手作りおもちゃを作る
うた遊びを通して情緒の安定を図る
好きな楽器を使っていろんな音を楽しむ

金 21日 小波瀬コミュニティ 作って遊ぼう 身近な素材で簡単な手作りおもちゃを作る

土 22日 パンジー集健 ゲーム遊び ゲームを通して簡単なルールを知る

持参するもの
・全日程、汗拭きタオルとお茶を持参　
・「作って遊ぼう」では身近にある空き容器（空き缶・ヤクルト・プリンカップ等音の出る物）を持参してください。

★
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
★
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9月分 前月比 前年同月比
燃やせるごみ 909 +46 +41
資源ごみ 56 +3 +5
燃やせないごみ 48 +1 －4
その他のごみ 0 0 －2

合計 1013 +50 +40

20
年
９
月
の
ご
み
の
量

単
位：

ト
ン

☆9月の１日一人当たりの排出量　　　959ｇ（ｇ/人/日）

快
適
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と

地
域
住
民
が
身
近
な
美
化
活
動
を

通
し
て
美
化
と
環
境
問
題
へ
の
意

識
啓
発
を
図
る
た
め
恒
例
の
秋
の

環
境
美
化
を
11
月
16
日
（
日
）
に

実
施
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

★
運
動
の
取
り
組
み

①
居
住
地
周
辺
の
清
掃
（
道
路
、

側
溝
な
ど
）
②
公
共
の
場
（
公
園

な
ど
）
の
清
掃
③
散
乱
ご
み
の
回

収
④
使
用
済
み
の
筒
型
乾
電
池
の

回
収
⑤
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
美

化
運
動

★
実
施
に
あ
た
っ
て

①
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
散
乱
ご
み
は
、
配

布
し
た
ご
み
袋
に
可
燃
物
、
不
燃

物
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
分
け
て
通

常
の
指
定
さ
れ
た
場
所
に
集
め
て

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

②
筒
型
の
使
用
済
み
乾
電
池
は
、

近
く
の
公
民
館
（
集
会
所
ま
た
は

区
長
さ
ん
の
指
定
し
た
場
所
）
に

午
前
９
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

③
刈
り
取
っ
た
草
木
は
、
長
さ
２

ｍ
以
内
に
切
断
し
、
回
収
し
易
い

よ
う
に
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
草
は
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

④
側
溝
な
ど
か
ら
の
し
ゅ
ん
せ
つ

土
砂
は
、
回
収
し
や
す
い
よ
う
に

集
め
て
く
だ
さ
い
。（
空
き
カ
ン
、

空
き
ビ
ン
な
ど
不
燃
ご
み
等
の
混

入
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。）

★
回
収
車
へ
の
積
込
み
は
み
な
さ

ん
の
手
で

回
収
車
（
ト
ラ
ッ
ク
）
は
、
協

力
業
者
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
回
収
車
へ
の
積
込
み
は
み

な
さ
ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

★
家
庭
ご
み
は
出
さ
な
い
で

環
境
美
化
の
日
は
公
共
の
場
所

の
清
掃
が
目
的
で
す
の
で
、
家
庭

ご
み
は
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
保
全
課
　

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
３
４
　

◆ごみ受け入れの休止について◆

11月15日（土）の午後は、苅田エコプ
ラントの工場内機械整備のため、ごみの受
け入れを休止いたします。
当日のごみの受け入れは午前9時から

12時までとなります。

☆問い合わせ先　苅田エコプラント
TEL093・434・4051

ＥＭ活性液配布
お休みのお知らせ

ＥＭ活性液の無料配布を毎月第２・４木
曜日に実施していますが、11月13日（木）
はお休みします。
☆問い合わせ先　環境保全課

TEL093・434・1834

「
秋
の
環
境
美
化
の
日
」
の
お
知
ら
せ

11
月
16
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
23
日
（
日
）
に
延
期

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
地
域
奉
仕
活
動

９
月
27
日
、
社
団
法
人
苅

田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
在
処

よ
っ
て
け
ば
ぁ
」
で
地
域
奉

仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
46
名
の
メ

ン
バ
ー
で
、
朝
早
く
か
ら
在

処
よ
っ
て
け
ば
ぁ
の
庭
な
ど

の
剪
定
・
除
草
・
掃
除
を
行

い
ま
し
た
。



後期高齢者医療・国民健康保険の
お知らせ

これまで国保に加入し、保険料を支払っていた方（世帯主）へ

これまで国保に加入し、世帯主がまとめて保険料を払っていた方
(世帯員）へ

①国保から長寿医療制度に切り替わった際の保険料について

①これまでも、ご自身の保険料はご負担いただいていました

75歳を迎えられたことにより、これまで加入していた国保の保険料から、長寿医療制度の保険料に切り替わ
りました。国保と長寿医療制度の保険料の算定方法の違いにより、保険料に違いが生ずることがあります。

○　長寿医療制度では、今までと同様、若い世代よりも軽い負担で、医療を受けることができます。
○　国民健康保険は、市区町村ごとに運営されており、同じ所得でも、保険料がバラバラでした。
市区町村によって最大約5倍の保険料格差があったのが、長寿医療制度では、約2倍に縮まります。

○　長寿医療制度では、同じ都道府県の中で、同じ所得なら、原則として、同じ保険料をご負担いただく
公平な仕組みです。

○　「今まで支払っていなかったのに、どうして？」、とお考えの方もいらっしゃるかもしれません。
しかし、国保の保険料は、ご自身も含めた一人当たりの定額の保険料が世帯全体の保険料に含まれており、
世帯主の方が、同じ世帯内で国保に加入している方の分をまとめて支払っていたのです。

○　長寿医療制度では、同じ都道府県の中で、同じ所得なら、原則として、同じ保険料をご負担いただく公平な
仕組みです。したがって、これまで世帯主の方に納付していただいていた国保の保険料が、ご自身の長寿医療
制度の保険料に振り替わっているということです。

75歳を迎えられたことにより、これまで加入していた国保の保険料が、長寿医療制度の保険料に切り替わり
ました。

年金収入が180万円未満の方は、お住まいの市区町村に申し出ていただくと、世帯主や配偶者が、本人に替わっ
て、保険料を口座振替でお支払いいただけるようになりました。

※口座振替への変更により、世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合があります。
社会保険料控除については、税務署または役場税務課町民税係にお尋ねください。

②年金からの保険料支払いに代えて口座振替にすることも可能に！

金融機関の窓口に出向くお手間をおかけしないため、月額1万5千円以上の年金を受けている方は、今年4月か
ら原則として、2か月ごとに支払われる年金から2か月分の保険料をお支払いいただいています。



70歳から74歳までの医療費自己負担増（1割→2割）の軽減について

平成20年10月に支払われる年金からの国民健康保険料（税）の
お支払いについて

○　平成18年の法改正により、70歳～74歳の窓口での自己負担は、1割から2割に引き上げられましたが、
平成20年4月から平成21年3月末まで１割のまま据え置かれています（自己負担増の凍結）。

※　新たな高齢者医療制度の定着を図るため、「70歳から74歳の医療費自己負担増の凍結については、
平成21年度も実施」の方向で検討されています。

○　年金からお支払いいただく対象となるのは、世帯内の国民健康保険の被保険者が、世帯主の方も含めて全員、
65歳から74歳までだけの世帯の世帯主の方となります。

○　これまで保険料（税）を2年間滞納することなく納付されている場合には、お申し出いただくことで、
年金からのお支払いに替え、口座振替で納付することも可能です。

※　次の方は、年金からのお支払いの対象外です。
① 年金額が年額18万円（月額1万5千円）未満の場合、または
② 介護保険料とあわせた保険料（税）額が年金額の1／2を超える場合

国民健康保険制度では、金融機関の窓口に出向くお手間をおかけしないため、平成20年度から保険料（税）
を年金からお支払いいただく仕組みを設けており、平成20年10月15日に支払われる年金から開始されていま
す。

問い合わせ先　　健康福祉課国保医療係　　TEL093・434・1848

健康福祉課　子ども係からのお知らせ

児童手当の支給について
10月期（6月～9月）の児童手当を、10月10日にそれぞれの預金口座に振
り込みましたので、お確かめください。
★問い合わせ先　健康福祉課子ども係　TEL093・434・1039
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神
幸
祭
・
奉
納
笠
着
の
連
歌

神
幸
祭
・
奉
納
連
歌
祭
が
９
月
26
日
に
行
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら

れ
た
下
の
句
「
町
は
こ
ぞ
っ
て
祭
り
を
祝
ふ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
上
の
句
を
つ

け
、
詠
み
上
げ
て
奉
納
し
ま
し
た
。
宇
原
神
社
の
連
歌
は
「
笠
着
」
と
い

い
、
誰
で
も
参
加
し
て
付
句
を
出
せ
る
連
歌
で
す
。
今
年
奉
納
さ
れ
た
句

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

下
の
句
「
町
は
こ
ぞ
っ
て
祭
り
を
祝
ふ
」

豊
秋
を
寿
ぐ
鉦
の
音
さ
え
て
　
　
宮
司
　
廣
瀬
正
知

台
風
は
事
な
く
去
り
て
安
け
さ
に
　
氏
子
会
会
長
　
三
原
晴
正

勇
み
立
つ
老
い
も
若
き
も
鉦
太
鼓
　
氏
子
会
副
会
長
　
守
中
庄
一

田
園
の
稲
穂
を
み
れ
ば
嬉
し
顔
　
氏
子
会
副
会
長
　
坂
本
茂
三

秋
ま
つ
り
揃
い
法
被
に
鉦
響
き
　
氏
子
会
理
事
　
塩
見
智

町
民
の
安
全
祈
願
ぶ
っ
つ
か
り
　
氏
子
会
理
事
　
田
中
令
二

庭
さ
き
で
稔
る
稲
穂
の
風
受
け
て
　
氏
子
会
監
事
　
節
原
信
城

ご
み
捨
て
ぬ
き
れ
い
な
道
を
山
車
が
往
き
　
氏
子
会
監
事
　
坂
本
光

胸
さ
わ
ぐ
こ
ゝ
ろ
弾
ん
で
若
人
が
　
氏
子
会
監
事
　
志
水
修

秋
晴
れ
や
五
輪
の
次
は
神
幸
祭
　
総
代
　
塩
田
晴
海

秋
祭
り
か
け
声
合
わ
せ
鐘
た
た
き
　
総
代
　
上
坂
月
夫

山
笠
の
提
灯
に
書
く
長
子
の
名
　
神
田
町
　
浜
田
い
さ
子

山
粧
う
風
に
流
る
る
鉦
の
音
　
百
合
ヶ
丘
　
諸
冨
栄
秀

玉
砂
利
の
音
の
露
け
き
神
の
庭
　
与
原
　
早
川
恵
宜

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
見
渡
せ
ば
　
殿
川
　
毛
利
文
隆

盆
お
ど
り
老
い
も
若
き
も
笑
顔
の
苅
田
　
尾
倉
　
萩
尾
文
枝
　

秋
の
野
に
宇
原
の
神
の
恵
み
満
ち
　
葛
川
　
藤
嶽
博

夏
す
ぎ
て
思
い
し
我
が
身
ふ
る
い
立
つ
　
殿
川
　
平
川
文
男

涼
風
の
渡
る
稲
穂
の
黄
金
波
　
殿
川
　
平
川
君
子

各
区
と
も
揃
い
法
被
の
勇
ま
し
く
　
京
町
　
塩
見
和
徳

刈
り
終
え
し
田
に
立
ち
雲
の
ゆ
く
ん
追
い
　
新
津
　
草
野
清
子

若
者
が
担
う
御
輿
の
宇
原
神
　
百
合
ヶ
丘
　
豊
田
一

神
々
へ
五
穀
豊
穣
報
恩
の
　
提
　
林
隆
幸

松
頼
に
透
く
神
光
の
輝
き
て
　
与
原
　
松
川
五
月

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
の
朗
報
拳
上
げ
　
尾
倉
　
上
田
安
乃

豊
年
の
法
被
は
ち
巻
勇
み
立
ち
　
馬
場
　
松
中
文
雄

お
神
輿
の
笛
の
音
色
に
鉦
太
鼓
　
馬
場
　
松
中
玲
子

飾
り
山
車
競
う
な
か
に
も
美
し
き
　
与
原
　
節
原
郁
子

秋
晴
れ
や
鉦
の
響
き
に
奮
い
立
つ
　
神
田
町
　
肥
田
義
親

厄
日
す
ぎ
豊
穣
の
空
笛
太
鼓
　
神
田
町
　
蓑
田
又
蔵

光
り
合
ふ
稲
穂
の
風
の
匂
ふ
か
な
　
与
原
　
増
田
直
子

秋
天
に
伝
統
誇
る
山
車
集
い
　
尾
倉
　
深
川
禮
子

伝
統
の
け
ん
か
山
笠
取
り
囲
み
　
神
田
町
　
青
木
直
成

黄
金
色
恵
み
の
実
り
鐘
太
鼓
　
神
田
町
　
久
保
利
雄

い
に
し
え
を
偲
ふ
と
な
し
に
な
り
に
け
り
　
新
津
　
池
永
武
士

こ
が
ね
色
風
に
吹
か
れ
て
笑
ふ
季
　
百
合
ヶ
丘
　
金
谷
義
仁

山
笠
や
稔
り
の
秋
を
走
り
抜
き
　
若
久
町
　
田
中
君
子

今
年
こ
そ
昇
任
試
験
合
格
し
　
提
　
嶋
村
政
敏

船
笛
の
届
く
路
地
裏
さ
わ
や
か
に
　
富
久
町
　
飯
田
桂
子

い
に
し
え
の
語
り
つ
が
れ
て
宇
原
地
に
　
神
田
町
　
長
濱
正
実

待
つ
人
も
山
の
景
色
も
移
れ
ど
も
　
馬
場
　
井
上
沙
綾
香

曳
く
子
ら
の
囃
子
に
の
り
て
山
笠
は
ゆ
く
　
提
　
米
田
加
枝
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■文化講演会「イルカトークショー」
★日時　11月2日（日）午後5時～6時30分（午後4時30分開場）
★場所　中央公民館　大ホール（入場無料）
★講師　イルカさん（シンガー・ソングライター）

※入場には整理券が必要です。（整理券の配布は終了いたしました。）

11月1日（土）
～3日（月・祝）

第30回
苅田町民文化祭

■文化祭行事
★ステージ部門
中央公民館 大ホール
11月1日(土) 午前10時～午後4時
○素謡　○仕舞
11月2日(日) 午前10時30分～12時50分
○カラオケ　○日舞　○洋舞　○コーラス　
○ハーモニカ　○大正琴　
11月3日(月) 午前10時～午後3時30分
○カラオケ　○日舞　○洋舞　○吟詠
★催し部門
三原文化会館 2階　茶室
11月3日(月) 午前9時～午後3時
○茶会

★展示部門　
中央公民館
11月1日(土)～3日(月) 午前9時～午後4時
○染色展　○俳句・短歌展　
○写真・ちぎり絵展
三原文化会館
11月1日(土)～3日(月) 午前9時～午後4時
○華道展　○山野草・盆栽展　○日本画展
○彫刻・陶芸展
図書館
11月1日(土)～2日(日) 午前10時～午後5時30分
11月3日(月) 午前10時～午後4時
○書道展

苅田まちづくりカレッジ公開講座　　～　取淑子～≪トーク＆ライブ≫

地元福岡KBCテレビ｢るり色の砂時計｣のオープニ
ングテーマ｢Honeymoon in paris｣でおなじみのミ
ュージシャン、 取淑子さんをお迎えして、その透
き通った歌声を堪能していただきます。心に浸み入
る音楽とともに秋を感じてみませんか。
★日時　11月8日（土）

午前９時45分　受付
午前10時15分～11時30分　開演　

★入場料　無料　
★会場　小波瀬コミュニティセンター　大ホール
★問い合わせ先　小波瀬コミュニティセンター

TEL0930・23・1000

取淑子(たかとりよしこ)
プロフィール
福岡在住のミュージシャン。短大

卒業後音楽ユニット｢FLATFACE｣
を結成。洗練された音楽センスが注
目を集める。その後ソロ活動を開始。
98年「ムルデカの季節」を、同年9
月にアルバム｢甘い水｣をミディレコ
ードより発売。音楽のほか、ラジオ
パーソナリティ、こどものための絵
本朗読など幅広く活動。結婚、出産
を経て、より詩情豊かな楽曲を創作。
現在は、ライブ活動とともに待望の
10年ぶりのアルバムを制作中です。

★問い合わせ先　教育委員会生涯学習課文化係　　TEL093・434・1982

※場所が変更になりました

髙

髙

髙
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■11月の特設コーナー
〔一般〕描いてみる～だって芸術の秋だもの～
絵心を刺激される芸術の秋。スケッチや絵手紙に挑
戦してみませんか？今から準備をすれば、手書きの年
賀状も可能かも…。絵の参考に美術館めぐりはいかが
ですか？絵を描くための本にあわせて、日本の美術館
の本も特集します。
〔児童〕はたらきもの　大集合！
11月23日は勤労感謝の日。絵本にも、いろいろな
職業をもった主人公たちが登場します。まじめで仕事
熱心なその姿をみると、いつもがんばってるお父さん
お母さんにお礼が言いたくなってきます。いつもごく
ろうさま！

■11月の映画会
（午後2時～　ＡＶホール）
●水曜名画座（一般向け）
《緒形拳特集》
5日　楢山節考　 130分
12日　大誘拐　 120分
19日　砂の器　 144分
26日　おろしや国酔夢譚 123分

●日曜子ども映画会
《ディズニー特集》
2日　レミーのおいしいレストラン　 111分
9日　ライアンを探せ！　 82分
16日 くまのプーさん　プーさんとふしぎな井戸　70分
23日　シンデレラⅢ　戻された時計の針　 74分
30日　みんなだいすき　ドナルド！　 51分

■展示コーナー
第19回読書感想画作品展開催
11月18日（火）～11月30日（日）

■苅田町立図書館からのお知らせ
11月3日（月）、11月24日（月）は祝日開館します。
※11月4日（火）、11月25日（火）は振替のため
休館します。
※10月31日（金）は館内整理日のため休館します。
休館日に本を返却される方は入り口横の本のポス
トをご利用ください。（ＡＶ資料は除く）
木曜日と金曜日は本館のみ午後8時までご利用いただ
けます。

中
央
公
民
館
２
階
の
明
る
い
ロ
ビ

ー
で
、
お
茶
と
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
で
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
等
を
す
る

場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
や
新

聞
を
持
っ
て
来
て
ゆ
っ
く
り
と
読
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。
囲
碁
も
あ
り
ま

す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
は
午
前
に
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
午
後
に
は

ギ
タ
ー
の
演
奏
や
映
画
の
上
映
等
も

月
１
回
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
お
二

人
で
も
大
勢
で
も
歓
迎
し
ま
す
。
自

由
な
時
間
に
入
退
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

☆
開
催
日
時

11
月
10
日
（
月
）
・
17
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
11
月
17
日
（
月
）
に
マ
ン
デ
ー
サ

ロ
ン
の
１
周
年
記
念
と
し
て
、
午
後

に
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
踊
り
等
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方

（
概
ね
65
歳
以
上
）
の
参
加
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

★
参
加
費
　
無
料

★
対
象
　
概
ね
65
歳
以
上

★
場
所
　
中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

★
問
い
合
わ
せ
先
　
　

中
央
公
民
館
　

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
０
０
６
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
０
９
３
・
４
３
５
・
０
５
７
７

☆
す
て
き
に
マ
ン
デ
ー
サ
ロ
ン
☆

〜
皆
さ
ん
の
談
話
室
〜
　
11
月
の
ご
案
内

道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
次
の
と
お
り
一
部
区
間
を
迂
回
す
る
た

め
、
乗
降
で
き
な
い
バ
ス
停
が
あ
り
ま
す
。

①
迂
回
の
予
定
期
間
　
平
成
20
年
10
月
29
日
（
水
）
〜
平
成
20
年
12
月
28
日
（
日
）

②
工
事
箇
所
　
　
　
　
上
片
島
地
内

③
停
車
し
な
い
バ
ス
停
　
　
片
島
住
宅
前

＊
詳
し
く
は
、
役
場
総
合
政
策
課(

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９)

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

苅
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

白
川
ル
ー
ト
　
一
部
迂
回
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）

苅田町立図書館　　TEL093・436・0946



■中央公民館
＊申込・問い合わせ先　TEL093・436・0061
＊申込受付日　10月15日（水）午前8時30分～

押絵講座
押絵は日本伝統の技術で、平安時代より続き現代

では羽子板などとして、長く受け継がれています。
来年の干支の押絵講座に近所の方と誘い合って参加
してみませんか。
★日時　11月5日・12日・19日　

毎週水曜日　全3回
午後1時30分～3時30分

★場所　中央公民館第6研修室
★講師　福田裕子さん　★定員　10人
★材料費　2,500円

（壁掛け用のケースも含みます）
★持参するもの　ハサミ(小)・筆記用具・手拭タオ

ル・ボンド用の受け皿(小)

■北公民館
＊申込・問い合わせ先　TEL093・434・9000
＊定員になり次第締め切ります。

＊申込受付日　11月4日（火） 午前8時30分～

和を楽しむ講座
煎茶や玉露を美味しく飲むためのお茶の入れ方、
茶葉と湯加減などの学習を基本としながら煎茶道の
歴史や客作法を学び、座るのが苦手な方も立礼席
（テーブルと椅子）でおいしいお茶お菓子でくつろ
ぎのひと時を過ごしていただきます。
★日時　11月11日、11月25日（２回）

いずれも火曜日　午前10時～12時
★講師　古田佳代子さん　★対象　成人男性・女性　
★定員　15人　★材料代　1,000円

木目込み干支作り講座
かわいい来年の干支（丑）を作りませんか？
★日時　11月13日、11月27日、12月4日

（全3回）いずれも木曜日　
午後1時30分～15時30分

★講師　安井真葵乃さん　★対象　成人男性・女性
★材料代　4,200円　★定員　15人
★持参品　エプロン・おしぼり・ハサミ・

木工ボンド・目打ち

20.10.25⑯

☆
苅
田
町
秋
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
☆

★
日
時
　
11
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
受
付
・
午
前
９
時
開
会
式

★
会
場
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

★
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会

★
参
加
資
格
　
原
則
と
し
て
苅
田
町
在
住
在
職
の
一
般
社
会
人

★
種
目
　

・
ト
リ
ム
シ
ル
バ
ー
の
部
（
40
歳
以
上
の
男
女
各
２
名
）

・
ト
リ
ム
フ
リ
ー
の
部
　
（
一
般
社
会
人
男
女
各
２
名
）

・
レ
デ
ィ
ー
ス
シ
ル
バ
ー
の
部
（
40
歳
以
上
）

・
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
リ
ー
の
部
（
一
般
社
会
人
）

★
競
技
方
法
　
予
選
は
リ
ン
ク
リ
ー
グ
戦
、
決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

行
う
。

★
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
　
主
催
者
抽
選
で
行
う

★
申
込
方
法
　
11
月
10
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

に
記
入
押
印
の
上
、
苅
田
町
体
育
協
会
事
務
局
へ
提
出
。

※
申
込
用
紙
は
体
育
協
会
事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

★
日
時
　
11
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
受
付
・
午
前
９
時
開
会

★
会
場
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

★
参
加
資
格
　
原
則
と
し
て
町
内
在
住
在
職
の
男
女
、
一
般
社
会
人
、

家
庭
婦
人

★
申
込
　
11
月
４
日
（
火
）
ま
で
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

※
申
込
用
紙
は
事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

★
主
将
会
議
　
11
月
４
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分

苅
田
町
総
合
体
育
館
会
議
室

※
参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
必
ず
出
席
の
こ
と
。

（
事
務
局
の
一
任
、
関
係
チ
ー
ム
の
代
理
は
受
け
付
け
な
い
）

☆
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
☆
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西日本工業大学　

第41回

美夜古祭
一彩合祭

～エキサイトにやっちゃお～

今年の注目は観覧無料！鳥居みゆ
き・三拍子による爆笑お笑いライブ！
９日（日）午後１時から開演、観覧は
無料です。
その他にも、LIVE！やビンゴ大会、
フリーマーケット、わくわく科学教室
など、楽しい催し物でいっぱいです。
もちろん、展示物やおいしい食べ物が
いっぱいの模擬店も出店しています。
皆様お誘い合わせの上、ご来場くださ
い。（※駐車場の数に限りがありますの
で、公共交通機関のご利用をお勧めし
ます）
★問い合わせ先　
西日本工業大学大学祭実行委員会　
TEL／FAX0930・22・2839

西
日
本
工
業
大
学
野
球
部
　

九
州
地
区
大
学
野
球
大
会
初
優
勝
！

京築　文化と食の祭典2008
～来ちょくれ！！京築　神楽と食の秋まつり～

★日時　11月9日（日）午前9時開場
★場所　行橋市民体育館（※JR行橋駅から無料バス運行）
★内容　
●神楽公演　京築7市町村の神楽団体の舞が披露されます。
●神楽資料展　京築神楽の面や衣装など展示
●「京築まつりごっそう」（午前9時～午後5時)
京築地域の農林水産関係の特産品、郷土料理、
名物料理などの販売
●「京築風土（FOOD)」（午前9時～午後5時）
ししなべの無料試食、京築の牛乳を使ったバター造り、牛
乳の無料配布、和太鼓演奏
★主催　京築連帯アメニティ都市圏推進会議
★問い合わせ先　苅田町役場総合政策課まちづくり係　　

TEL 093・434・1809

苅工祭
「Revolution レボリューション〈革命・改革〉

～響け心のハーモニー～」
★日時　11月8日（土）
★会場　苅田工業高等学校　各教室および各棟・

自習室と中庭特設ステージ
★プログラム
午前9時～　　開会式（体育館）
午前10時～　一般公開・生徒会企画

「楽しいモノづくり教室」 等
※模擬店（中庭）・PTA物品バザー（会議室）は、
午前10時から利用できます。
★問い合わせ先　
苅田工業高等学校　生徒会・苅工祭実行委員会
TEL093・436・0988
FAX093・436・2572

11月7日（金）～9日（日）

西日本工業大学小波瀬キャンパス

西
日
本
工
業
大
学
野
球
部
が
第
80

回
九
州
地
区
大
学
野
球
選
手
権
大
会

で
優
勝
し
、
10
月
15
日
に
吉
廣
町
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
年
２
回
春
と
秋
に
開

か
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
九
州
各
地

か
ら
福
岡
６
大
学
・
九
州
６
大
学
を

除
く
24
校
が
参
加
。
西
工
大
野
球
部

は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
進
み
、
10

日
の
決
勝
戦
で
宮
崎
産
業
経
営
大
学

を
破
り
ま
し
た
。

九
州
地
区
大
学
野
球
選
手
権
大
会

に
は
昭
和
42
年
の
創
部
以
来
出
場
し

て
お
り
、
今
ま
で
に
３
回
の
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
が
、
優
勝
は
初
め

て
の
こ
と
で
す
。
今
年
は
守
備
を
重

視
し
、
平
日
は
授
業
後
に
、
休
日
は

朝
９
時
か
ら
夕
方
ま
で
猛
練
習
し
て

き
ま
し
た
。

31
日
に
は
九
州
大
学
選
手
権
に
出

場
し
、
福
岡
６
大
学
・
九
州
６
大

学
・
九
州
地
区
大
学
の
各
大
会
の
上

位
チ
ー
ム
と
戦
い
、
優
勝
す
れ
ば
明

治
神
宮
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
次
の
大
会
に
向
け
キ
ャ
プ

テ
ン
の
武
田
靖
弘
選
手
（
工
学
部
３

年
）
は
「
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
普

段
ど
お
り
の
プ
レ
ー
を
し
た
い
で

す
。」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
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☆
苅
田
町
消
防
団
が
第
20
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
☆

第
20
回
福
岡
県
消
防
操
法
大
会

が
、
９
月
７
日
（
日
）
に
福
岡
県

消
防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
分
団
は
、
県
内
か
ら
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
18
チ
ー
ム
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
19
チ
ー
ム
で
、
京
都

支
部
を
代
表
し
て
苅
田
町
か
ら
、

苅
田
町
消
防
団
第
１
分
団
が
自
動

車
ポ
ン
プ
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
（
監
督
、
山
田
宗
春
、
指

揮
者
、
阿
川
修
治
、
１
番
員
、
富

安
洋
輔
、
２
番
員
、
横
井
和
弥
、

３
番
員
、
伊
藤
弘
樹
、
４
番
員
、

中
野
賢
伸
）
は
、
５
月
か
ら
西
本

団
長
を
は
じ
め
渡
邊
副
団
長
、
山

田
副
団
長
、
以
下
団
員
の
協
力
を

得
て
週
２
回
の
猛
練
習
を
行
い
、

大
会
で
は
、
最
高
タ
イ
ム
を
出
す

９
月
７
日
（
日
）
苅
田
町
立
図

書
館
に
お
い
て
、「
救
急
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
与
原
小
学
校
６
年
の

中
島
結
菜
さ
ん
、
外
種
子
田
梨
奈

さ
ん
の
２
名
に『
一
日
救
急
隊
長
』

と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
消
防
本
部
で
委
嘱
状
交
付
を

行
っ
た
あ
と
、
苅
田
町
立
図
書
館

で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

応
急
手
当
の
実
演
、
救
急
車
・

消
防
車
の
展
示
、
は
し
ご
車
体

験
乗
車
な
ど
、
消
防
職
員
と
協

力
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
多
数
の
方
々
が
参
加

さ
れ
、
応
急
手
当
の
大
切
さ
や

消
防
車
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理

解
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。

☆
一
日
救
急
隊
長
大
活
躍
☆

区分
火災出動件数 救急出動件数 救助出動件数 その他出動件数

9月中
累計

（1月～9月）
9月中

累計
（1月～9月）

9月中
累計

（1月～9月）
9月中

累計
（1月～9月）

平成
20年

0件 10件 115件 1081件 2件 14件 3件 59件

平成
19年

0件 9件 131件 1084件 4件 23件 14件 108件

前年比 ±0件 ＋1件 －16件 －３件 －2 －9件 －11件 －49件

火災・救急・救助・その他出動状況（9月分）

※その他出動：火災・救急・救助以外で消防車等が出動したもの

こ
と
が
で
き
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
は
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
こ
れ

か
ら
も
防
災
意
識
を
高
め
、
消
防

団
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

★
実
施
期
間

11
月
９
日
（
日
）
〜
15
日
（
土
）

ま
で
の
７
日
間

★
目
的

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

★
重
点
目
的

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

★
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
〜

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〜
４
つ
の
対
策
〜

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す

る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

※
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気

が
乾
燥
し
火
災
の
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
、
火
の
元
に
は
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

「
火
の
し
ま
つ
君
が
し
な
く
て
誰
が
す
る
」

▼救急車の前で敬礼！

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
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高
齢
の
母
が
、
生
活
用
品
安
売

り
の
広
告
チ
ラ
シ
を
見
て
、
空
き

店
舗
を
利
用
し
た
期
間
限
定
の
会

場
へ
出
か
け
、
健
康
食
品
な
ど
を

大
量
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
驚

い
て
事
情
を
聞
く
と
、
そ
こ
で
は

健
康
講
座
も
開
か
れ
て
お
り
、
病

院
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
こ
と
を
販

売
員
に
話
し
た
ら
、「
病
院
の
薬

よ
り
も
う
ち
の
健
康
食
品
を
飲
ん

だ
方
が
よ
い
。」
と
勧
め
ら
れ
、

２
年
分
購
入
し
た
と
い
う
。
総
額

70
万
円
は
高
す
ぎ
る
の
で
解
約
し

た
い
。

解
説格

安
商
品
や
健
康
講
座
な
ど
を

口
実
に
閉
め
き
っ
た
会
場
な
ど
に

人
を
集
め
、
巧
み
な
話
術
で
消
費

者
を
信
用
さ
せ
、
楽
し
い
雰
囲
気

で
場
を
盛
り
上
げ
て
、
市
価
よ
り

も
高
額
な
商
品
を
買
わ
せ
る
問
題

商
法
が
あ
り
ま
す
。

本
来
、
店
舗
で
購
入
し
た
場
合

に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
無
条

件
解
約
）
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
事
例
の
よ
う
に
、
格
安
商
品

で
消
費
者
を
引
き
つ
け
、
高
額
商

品
の
販
売
意
図
を
明
確
に
し
て
い

な
い
場
合
な
ど
は
、
消
費
者
が
契

約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
８

日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
業
者
が
嘘

を
言
っ
た
り
、
強
引
な
勧
誘
な
ど

販
売
方
法
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を

過
ぎ
て
い
て
も
契
約
の
取
り
消
し

が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

悪
質
な
業
者
の
場
合
、
結
局
は

高
額
な
健
康
食
品
や
健
康
器
具
を

売
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
興
味
本

位
で
会
場
に
近
づ
か
な
い
こ
と
が

一
番
。
販
売
員
の
言
う
こ
と
を
う

の
み
に
せ
ず
、
周
り
の
人
に
相
談

す
る
な
ど
冷
静
に
考
え
る
時
間
を

持
つ
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
に
つ
い
て
　

苅田町消費生活相談受付件数9月分　9件

振り込め詐欺防犯対策
◆振り込む時には気をつけて！
「振り込め詐欺」とは、融資保証金詐欺、オレオレ

詐欺、架空請求詐欺、還付金詐欺など、現金を預貯金
口座に振り込ませて、騙し取る犯罪の総称をいいます。

◆振り込ませる際の文言の一例として
○融資保証金詐欺 融資依頼した人間へ、「貴方はブラ
ックリストに登録されており、融資できません。登録
解除費用を振り込めば、また、融資できます。」
○オレオレ詐欺 息子、孫の名でかかり、「電話が壊れ、
番号が新しくなった。事故を起こし、お金が必要、
100万円振り込んでほしい。」
○架空請求詐欺 団体等から電話がかかり、「民事訴訟
を起こされています。相手弁護士の電話番号を教えて
おきます。」と言われ、その後、弁護士になりすました
男から、「まだ準備段階なので、取り下げ可能だが、供
託金に50万円が必要ですから、振り込んでください。」
○還付金詐欺 役所等の人間から、「払いすぎたお金が
返ってきますが、手続きが必要です。まず、手数料と
して3万円を振り込んでください。」

等があり、ありとあらゆる手を使って、お金を振り込

ませようとしてきます。
◎多額の送金を急ぎたてるような電話を受けた際には、
振り込む前に家族に聞き、または警察の相談窓口（＃
9110）まで連絡されるなど、真偽を確認してくださ
い。子供、お孫さんから、「電話が壊れて番号が新しく
なった。」等と言われた場合は、振り込む前に必ず元々
教えてもらっている番号へかけ、事実を確認してくだ
さい。

◎振り込んだお金はめったなことでは、戻ってきませ
ん。他人の口座へ振り込む際は、しつこいくらいに確
認して、少しでも怪しいと感じたら、振り込まないよ
うにしてください。

◎銀行関係者の皆様へ
○振り込め詐欺に関する看板、ポスター、音声や顧
客に対する声かけ等による振り込め詐欺被害防止
への協力を是非ともお願いします。
○携帯電話で犯人と会話しながらＡＴＭを操作し、
振り込みをしている現状から、ＡＴＭ付近での、
携帯電話を使用しないよう、一般利用者への協力
依頼をよろしくお願いします。

振り込め詐欺に気をつけて！行橋警察署からのお知らせ

★連絡先　行橋警察署　生活安全課防犯係／刑事課知能犯係　　TEL0930・24・5110
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工事等入札結果　9月分 ●問い合わせ先　契約検査課　TEL093・434・1864

※設計金額250万円以上の工事等契約を掲載しています。 ※金額の単位は全て円です。
※契約方法のうち、「随意」＝随意契約、「指名」＝指名競争入札
※発注課のうち、「環境」＝環境保全課、「下水」＝下水道課、「施設」＝施設建設課、「交通」＝交通商工課、「総務」＝
総務課、「消防」＝消防本部

（注）
1 指定日時に御都合がつかない場合は、他の開催日
時に出席いただいて差し支えありません。

2 対象者は、法人、個人を問いません。
3 会場の都合により、駐車場は確保しておりません　
ので、公共交通機関をご利用ください。

★持参するもの
事前に送付しております「年末調整関係書類」のうち、
次の書類。
(1)平成20年分年末調整のしかた
(2)平成20年分給与所得の源泉徴収票等の法定調書の
作成と提出の手引
★問い合わせ先　行橋税務署法人課税部門

TELO930・23・0559

開催日 時間 対象者 会場

11月12日
（水）

10:00～12:00 豊前市の方 豊前市総合福祉セ
ンター（豊前市役
所バス停徒歩3分）14:00～16:00 築上郡の方

11月14日
（金）

10:00～12:00 行橋市の方 行橋市民会館（JR
行橋駅徒歩15分）

14:00～16:00 京都郡の方

平成20年分給与所得の年末調整説明会
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多重債務者無料相談会 合同会社説明会

北九州地区
★日時　11月11日（火）

午前10時～午後4時
★場所　ウェルとばた7階研修室
（北九州市戸畑区汐井町１－６）
★主催　福岡県多重債務問題対策
協議会・福岡県弁護士会・福岡県
司法書士会
※相談する際は事前に予約が必要
になりますので、福岡県消費生活
センターに連絡してください。
★問い合わせ先
福岡県消費生活センター　
TEL092・632・1600

福岡県立戸畑高等技術専門校
「技能フェスティバル」

平成20年度警察職員
採用選考試験

★日時　11月8日（土）
午前9時～午後3時

★場所　県立戸畑高等技術専門校
★内容　校内見学、訓練生による
実演、作品展示・即売、スタンプ
ラリー、ゲームなど
★問い合わせ先
福岡県立戸畑高等技術専門校
TEL093・882・4306
http://www5.ocn.ne.jp/̃tobata/

★試験区分・採用予定人数
航空操縦士（1人）、航空整備士
（1人）、研究職員（法医）（3人）、
研究職員（科学）1人、自動車整
備士（2人）、楽士（クラリネット）
（1人）、楽士（トランペット）（1
人）、少年補導職員（1人）
※航空操縦士のみ警察官採用、そ
の他は一般職員採用
★第一次試験日　12月7日（日）
※楽士・自動車整備士については
12月6日（土）に実技試験・7日
（日）に教養試験等
★受付期間　10月27日～11月
14日午後6時（郵送は消印有効）
★問い合わせ先　行橋警察署総務課
TEL0930・24・5110

働く人のなんでも労働相談 ポリテクセンター八幡
若年者職業訓練生の募集

地場企業多数参加！福岡県内に
就職を希望の方はチャンスです！
★日時　11月14日（金） 午後
1時～5時（受付4時30分まで）
★会場　ソラリア西鉄ホテル8階
「月花」（福岡市中央区天神２丁目
2番43号）
★参加対象　おおむね35歳未満の
求職者及び2009年3月大学・短
大・専修学校の卒業予定者
★参加費　無料（履歴書不要、予
約不要、入退場自由）
★主催　（社）福岡県雇用対策協
会・福岡県若年者しごとサポート
センター、福岡県
★問い合わせ先　
（社）福岡県雇用対策協会・福岡県
若年者しごとサポートセンター
TEL092・720・8832
http://www.ssc-f.net

ものづくり人材育成講座
[１日コース]

グループワークや講義を通して、
ものづくり業界への理解を深める
とともに、面接対策や働き方のヒ
ントにもなる講座です。
★参加資格　原則として、福岡県
内居住者で、おおむね35歳未満の

福岡県最低賃金のお知らせ
必ずチェック　最低賃金！
使用者も　労働者も

1時間　675円
（効力発生日　平成20年10月5日）

詳しくは、福岡労働局労働基準
部賃金課（TEL092・411・
4578）または、お近くの労働
基準監督署へお尋ねください。

解雇、賃金未払い、セクハラ、
いじめなど労働問題の相談に福岡
県北九州労働福祉事務所職員等が
応じます。
★日時　11月12日（水）・13日
（木） 午後3時～8時
★場所　北九州市総合保健福祉セ
ンター「アシスト21」（小倉北区
馬借1丁目）
※予約不要・相談無料・秘密厳守
★問い合わせ先　
福岡県北九州労働福祉事務所
TEL093・592・3516

『若年者NC機械科』
★訓練期間　平成21年1月6日～
6月30日(6ヶ月）
★対象者　公共職業安定所に求職
申込をしている18歳～35歳未満
の方（定員　25人）
★申込期間　11月4日～28日
★問い合わせ先
八幡職業能力開発促進センター
TEL093・641・6909

求職者の方
★定員　1クラス最大20人
★受講費　無料（開催地までの交
通費は各自負担となります）
★持参品　昼食・筆記用具（当日
は動きやすい格好でおいでくださ
い）
★開講日　11月17日（月）

午前10時～午後5時
★研修所在地（北九州会場）
京都郡苅田町（西日本工業大学内）
※詳細はお申し込みの際にお伝え
します
★申込・問い合わせ先
株式会社エー・シー・アール　
ものづくり事務局
TEL092・715・7560
http://www.acrjc.jp
本講座は、社団法人福岡県雇用

対策協会が福岡県から委託を受け
て実施する「福岡県若年者しごと
サポートセンター事業」のひとつ
です。他にもいろいろな講座があ
ります。
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自分らしくいきいきと健康で暮らすことが
できる男女共同参画社会を実現するために、
考え・学んでみませんか！そして自分の体に
目を向けピラティスで体バランスを整えてみ
ませんか！　　　　　
■場所　苅田町立西部公民館　

学習室１・大ホール
■定員　20人（申込順）
■受講料　無料
■持参品　バスタオル(ヨガマットでも可)・
タオル ・ 飲料水
■服装　体操のできる服装で
※託児有り　600円（200円×3回分）
初日受付の時に、全額お願いします。
■申込方法　電話で住所・氏名・電話番号・

託児をお知らせください。
■申込受付　10月30日（木）午前8時30分～
■申込・問い合わせ先
苅田町人権男女共同参画課　　
TEL093・434・1958

日時 内容 講師

11月29日
（土）

「頭の体操、男女共同参画を
学ぶ」
午前10時～10時30分

苅田町男女共同参画
推進委員　　　　
倉富史枝さん

「意識した呼吸がもたらす効
果とは！？」
午前10時30分～12時

FTPマットピラティス
インストラクター　　　
ゆきさん

12月13日
（土）

「心の栄養レシピ、おすすめ
条例の使い方」
午前10時～10時30分

苅田町男女共同参画
推進委員　　　
倉富史枝さん

「正しい姿勢って？」
午前10時30分～12時

FTPマットピラティス
インストラクター
ゆきさん

12月20日
（土）

「あなたの元気を地域に活か
そう」
午前10時～10時30分

苅田町男女共同参画
推進委員　　　　
倉富史枝さん

「今流行の"骨盤回し～ピラ
ティスバージョン"」
午前10時30分～12時

FTPマットピラティス
インストラクター　
ゆきさん

人権週間記念講演！
苅田町人権メッセージ2008！
大阪弁クィーン　男女の人権につい
て熱く語る！

★日時　12月6日（土） 午後　
★場所　中央公民館大ホール
★問い合わせ先　
人権男女共同参画課
TEL093・434・1958
詳しくは、次号にて！
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第3回男女共同参画セミナー　《３回連続講座》
今よりももっと輝くために　心と体をブラッシュアップしてみませんか！

遙　洋子
タレントで作家。大阪
府出身。関西を中心に
テレビ・ラジオ・舞台
に活躍。ベストセラー
『東大で上野千鶴子に
ケンカを学ぶ』をきっ
かけに、本格的に著作
活動を開始。現在は、ＮＨＫ教育「日本
のこれから」、テレビ朝日「朝まで生テ
レビ！」などに出演する傍ら、日経オン
ラインＷＥＢサイトで、現代女性の視点
からコラムを連載中。

遙洋子さん　来演決定！

▲開会式での町長挨拶

▲子ども時代の遊び安全運転！



このコーナーは文化芸術、生涯学習、福祉、環境など、生活やま
ちづくりに役立つ、町民のみなさんからの情報を掲載しています。
ただし、特定の政治・宗教等団体の宣伝や、参加費が高額な事業の
紹介については掲載をお断りすることがあります。また、掲載内容
についての話し合いは当事者間で、自己責任で行ってください。町
が仲介することはありません。
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苅田町社会福祉協議会
福祉入門教室③
「認知症があっても家族と暮ら
し続けたい！」
★日時　11月8日（土）午後1時
30分～3時
★場所　中央公民館
★対象　関心のある方ならどなた
でも（参加費　無料）
★内容　
講演：「介護者が元気に介護を続
ける為には!？」
講師：第2宅老所よりあい

所長　村瀬孝生さん
★申込・問い合わせ先
苅田町社会福祉協議会
TEL093・434・3641

馬場小学校創立30周年記念式典
★日時　11月9日（日）

午前9時～午後3時
★場所　苅田町立馬場小学校
★内容　式典・アトラクション・
20周年式典で埋設したカプセルを
開く　等
★問い合わせ先
創立30周年記念事業実行委員会
TEL093・434・6247
FAX093・434・6248

平成20年度（後期）苅田町老人
クラブ連合会囲碁将棋大会
★日時　11月12日（水）

午前9時～午後4時
（受付は午前9時まで）

★場所　苅田町総合福祉会館和室
★参加資格
苅田町老人クラブ会員であること
（当日弁当代500円必要）
★申込締切　11月5日（水）
★申込先
苅田老人クラブ連合会事務局（パ
ンジープラザ内）
または苅田町総合福祉会館事務所
TEL093・434・1023

松山公民館作品展示会
（着物リメイク）
古着・小物・その他（当日のお

楽しみ）を販売いたします。日頃
の成果を見に来てください。お気
軽に！！
★日時　11月9日（日）

午前10時～午後4時30分
★場所　松山公民館（苅田町松山）
★問い合わせ先　
伊藤　TEL090・4481・6146

糖尿病は早期発見、
早期治療が大切です！
福岡県腎臓病患者連絡協議会

11月14日はインスリンを発見した
カナダ人医師フレデリック・バンティン
グの誕生日を記念して「世界糖尿病デー」
とされ、この時期には世界中で糖尿病キ
ャンペーン活動が行なわれています。
私たちは福岡県の透析患者で構成する
組織です。昨年末で透析患者は全国に約
26万人いますが、この５年ほど毎年1
万人のペースで増え続けており、その半
分が糖尿病からの患者という状況を踏ま
え、数年前から私たちは「糖尿病キャン
ペーン」についてお知らせしています。
糖尿病はインスリンの分泌が不足した
り働きが悪くなったりして、血液中の糖
分がうまく細胞に取り入れられず、エネ
ルギーに変換できない病気で、血液中の
糖分が高い状況が続きます。血液中の糖
分が高い状態が続くと、血管や神経が
徐々に侵されていくのですが、糖尿病の
特徴として、この時点では自覚症状は殆
どありません。そのためこの状態を放置
し、自覚症状が出て慌てて医者に相談す
る頃には、体中の血管や神経がかなり侵
されているというのが多いのです。
糖尿病は放置していると、透析が必要
になる腎不全以外に失明や血行不全によ
る手足の壊死、心筋梗塞、脳梗塞などを
引き起こす、恐ろしい病気です。
糖尿病にならないためには、日常の食
事や運動などの生活習慣の改善が重要で
す。また、年に1回以上は健康診断を受
け、早期発見ができるようにしましょう。
そして、尿検査や血液検査で異常が発見
されたらすぐに医療機関で診察をうけ、
生活習慣について指導を受け、その指導
を守るようにしましょう。

第3回 猪熊文化祭
★日時　
11月2日　午前10時～午後5時
11月3日　午前10時～午後4時
★場所　猪熊公民館
★内容　
○餅つき（午前10時～、午後1時
～） ○農産物販売　○作品展示

（絵画、書道、陶器など区民のみ
なさんの作品を展示します）
※売り上げの一部を社会福祉協議
会に寄付します。
★問い合わせ先　井上
TEL0930・23・0509
TEL0930・22・7958
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■社協法律相談
★日時　11月10日（月）午後1時30分～4時30分
★場所 パンジープラザ　相談室1 ※電話予約制で10月
28日（火）午前8時30分から受付　先着8人まで　苅田
町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■社協心配ごと相談
★日時　11月4日（火）、11日（火）、18日（火）、25日
（火）午前10時～午後3時　★場所　パンジープラザ　相
談室　★相談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政・母
子・婦人各相談委員　※当日電話相談も受け付けます。
（TEL093・434・3647）
■身体障害者心配ごと相談
★日時　11月4日（火）午後１時30分～4時　
★場所　パンジープラザ　相談室1
★相談員　苅田町身体障害者相談員3人
※当日電話相談も受け付けます。（TEL093・434・3647）
■社協ふくし何でも相談会
★日時　11月20日（木）午前10時～午後1時
★場所　エル苅田店内　★相談員　苅田町社協あんしんセ
ンター担当職員　★問い合わせ先　苅田町社会福祉協議会
（TEL093・434・3641）
■社協介護ホッと相談
★日時　11月1日（土）午前10時30分～12時
★場所　パンジープラザ　会議室 ★相談員　介護体験者
※認知症を考える『さくら』つどいと同時開催
■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時　11月20日（木）午前10時～12時
★場所　パンジープラザ　相談室1 ★問い合わせ先　京
築地区福祉人材バンク(TEL0930・23・8495）
■自閉症・発達相談
★日時　11月11日（火）午前10時～12時　★場
所　パンジープラザ　相談室1 ★相談員　当事者の親
■福岡県巡回交通事故相談
★日時　11月25日（火）午前10時～午後4時（受
付は午後3時まで）★場所　行橋市役所　★問い合わ
せ先　行橋市役所総合政策課　TEL0930・25・
9688（行橋市中央1丁目1－1） ※常設・福岡県
交通事故相談所（TEL092・643・3168）
■補聴器相談
★日時　11月11日（火）、18日（火）、25日（火）
午後3時～4時　★場所　パンジープラザ　★問い合
わせ先　健康福祉課障害・社会福祉係（TEL093・
434・1039）
■行政相談
★日時　11月26日（水）午後1時30分～4時　
★場所　三原文化会館1階（小会議室） ★内容　役
所の仕事についての苦情・相談　★相談員　総務省
委嘱行政相談員
■相続・遺産・多重債務相談
★日時　11月19日（水）午前10時～12時　
★場所　パンジープラザ　相談室1
★相談員　司法書士　★予約受付は11月10日(月)
午前8時30分～(先着5人まで）※苅田町社会福祉協
議会　TEL093・434・3641

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

無料相談日程

相談名 日程 会場
赤ちゃん健康相談 11月 6日（木） パンジープラザ

健診名 日程 対象
4ヶ月児健診 11月12日（水） 平成20年6月生まれ
7ヶ月児健診 26日（水） 平成20年3月生まれ
1歳6ヶ月児健診 19日（水） 平成19年4月生まれ
3歳児健診 5日（水） 平成17年10月生まれ

集団予防接種　 受付　午後1時30分～2時

乳幼児相談　　 受付　午前9時30分～10時

乳幼児健診　受付　午後1時30分～2時　　会場　パンジープラザ

乳幼児の予防接種・相談・健診日程
※問い合わせ先　パンジープラザ　TEL093・436・5115

苅田町役場代表番号（案内）
TEL 093・434・1111
FAX 093・436・3014
ホームページ
http://www.town.kanda.lg.jp

広報かんだ
発行/ 苅田町
編集/ 総務部　秘書課　おしらせ係
〒800－0392
福岡県京都郡苅田町富久町1丁目19番地1
TEL 093・434・1921

人のうごき
9月末現在（前月比）

出生 35

死亡 16

転入 127

転出 130

人口 35,229 （+66）

男 17,250 （+41）

女 17,979 （+25）

世帯数 14,725 （+56）

20.10.254

※母子健康手帳を持参してください。
●乳幼児健診の対象者には前もって通知します。通知の封筒一式を持って、
会場に来てください。
●その対象月に来られない方は、次の月の各健診時に来てください。

※出生・死亡・転入・転出については住民基本台帳による

種類 日程 会場

ＢＣＧ
11月13日（木） パンジープラザ

27日（木） 西部公民館

夜間納税相談窓口のおしらせ
★日時　11月20日（木） 午後5時30分～午後8時
★場所　苅田町役場2階徴収対策課
★問い合わせ先　徴収対策課　TEL093・434・1846

納期限のお知らせ　10月31日
国民健康保険税　4期　／　町県民税　3期

楽しいイベントがもりだくさん！ご家族みんなで遊びに来てください！

日産九州工場 オープンデー！
11月3日（祝） ※雨天決行

今年も、恒例の日産九州工場オープンデーを開催いたします。当日は、
工場見学のほか、楽しいイベントがもりだくさん。溶接工場で活躍する
ロボットたちの姿はお子様にも大人気！「文化の日」にふさわしい思い
出作りのひとコマとして是非お気軽に、ご家族皆様で日産九州工場へご
来場ください。
～工場見学～
★受付時間　11:15～13:45
★工場見学最終バス　14:00出発
～モノづくり体験コーナー～
★受付時間　12:30～15:30
～総合水処理センター見学～
★受付時間　11:30～15:00
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